
 

 

 
  

 

１ ０ 月 １ 日
(日)は都民の日に

つき、みなさま
無料でご入園い

ただけます！ 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

 
地元の小学生による稲刈り体験 

 園内にある田んぼも実りの季節を迎え、今年も文京

区立柳町小学校５年生のみんなさんが作ってくれた

案山子(かかし)が登場しました。 

 この田んぼは、水戸徳川家二代藩主の光圀が、嗣子

(しし・世継ぎ)・綱条(つなえだ)の公家出身の夫人に、

農業や米作りの大変さを教えるために造ったといわ

れています。 

 たわわに実った稲穂、今年は下記の日程で小学生た

ちの稲刈り体験が行われます。たくさんの収穫がある

と良いですね。 

○●○稲刈り体験○●○ 

 ９月２９日(金) １０時～１１時３０分(予定) 

※雨天の場合は１０月２日(月)の予定。実施の有無は、当日

８時４０分以降に、小石川後楽園サービスセンターにご確認

ください。 

 日毎に、秋の気配を感じるころになりました。“暑さ

寒さも彼岸まで”といわれています。エアコンなどがな

かった時代の人々が、肌で感じ取った季節の変わり目

は、現在でも、そのまま当てはまる気がします。 

 イロイロなモノやコト、移り変りの速い現代ですが、

そんな風に、昔から変わらないモノやコトも、まだまだ

たくさんあります。 

 上の写真は江戸時代に造られた“円月橋”、小石川後

楽園の中で、代々大切に守られてきました。『江戸と水

戸ウィーク』では、左記のとおり、江戸時代から伝えら

れ、これから未来にもつないでいきたいモノやコトも、

たくさんご紹介します。園内散策とともに、ぜひ、会場

にもお運びください。 

 少しずつ昼の時間が短くなり、秋の虫の声も聞こえて

います。“行楽の秋”“読書の秋”“芸術の秋”“スポーツ

の秋”そして“後楽の秋”も！ 

 今年はどんな秋になりそうですか？ 

 今からおよそ４００年前、小石川の地に水戸藩の中屋

敷(のちに上屋敷)が造られました。以来、江戸と水戸は経

済、文化、庶民の生活と様々な分野で深く結びつき、それ

ぞれに歴史を刻んでいます。小石川後楽園では昨年度に続

いて、水戸市植物公園、弘道館との共催により、水戸黄門

として有名な二代藩主徳川光圀(みつくに)と九代藩主斉昭

(なりあき)を中心に、江戸と水戸の深いつながりを伝える

企画展を開催します。 

 

 日時 ９月３０(土)～１０月９日(月・祝) 

    ９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 

 場所 小石川後楽園 涵徳亭(かんとくてい) 

 

 今回は、みなさまに『江戸と水戸ウィーク』をお楽しみ

いただける催しもののご紹介です。 

●江戸と水戸ウィークパネル展 

１０月１日(日)～９日(月・祝)・涵徳亭 

水戸徳川家二代藩主光圀(みつくに)と 

九代藩主斉昭(なりあき)に関するパネル 

や、アカザの杖の展示を行います。 

 また、養命酒製造株式会社の協力のも 

と、光圀が藩医に命じて作らせた家庭医 

学書『救民妙薬(きゅうみんみょうやく)』 

に登場する薬酒、薬草の展示を行います。 

 さらに、株式会社青野商店の協力を得て、会場内や園内

に日本三大産地のひとつである「水府提灯」を飾ります。 

 

 

 

 

 

 

 

●「得仁堂」特別公開 

 １０月１日(日)、８日(日)、１１時～１５時 

小石川後楽園ガイドクラブに協力をいただき、普段はご

覧いただけない得仁堂の内部を特別公開します。ガイドさ

んの定点ガイドもお楽しみ下さい。 

●江戸時代の水戸藩の料理の提供 

１０月１日(日)～９日(月・祝)、涵徳亭お休み処 

江戸時代の水戸藩で食べら 

れていた料理を、水戸市にあ 

る中川学園調理技術専門学校 

の監修のもと、美都屋が再現 

してくれました。 

 期間中は毎日１２時より、 

限定１５食、１,５００円(税込)    

なくなり次第終了です。江戸時代の人々が食べていたとい

われるお料理、ぜひ、お召し上がりください。 

●江戸と水戸をつなぐスタンプラリー 

９月３０日(土)～１２月２４日(日) 

 昨年、ご好評をいただいた「江戸と水戸をつなぐスタン

プラリー」を、今年も開催します。上記期間中に、小石川

後楽園、弘道館、水戸市植物公園をめぐり、設置されたス

タンプを押してください。 

対象３施設すべてのスタンプを集めた方先着２００名

様に、オリジナルグッズ(非売品)をプレゼント！３施設合

同チラシの裏が台紙になっています。スタンプ台紙は、お

ひとりにつき１枚です。景品がなくなり次第終了しますの

で、３施設目のスタンプを押した施設窓口にお申し出くだ

さい。この機会に、江戸と水戸の深いつながりを感じて 

みませんか？ 

江戸と水戸ウィーク ９月３０日(土)～１０月９日(月・祝) 

 

 

 
※写真はイメージです 

Ｑ：「水府提灯」って、なあに？ 

A：「水府(すいふ)」とは茨城県水戸の江戸時代の呼び

名です。『水府提灯』は約 380 年前の江戸時代、水戸

藩の下級武士が生活を支えるために励んだ提灯作りが

その発祥ともいわれ、藩の経済を支える産業として奨

励されました。※さらに詳しくは会場にて・・・ 

 

 


